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駒が千通り変化する、全く新しいゲーム



遊びながら学ぶ

concept

近年数の概念の理解、思考力の上昇などその有用性が見直せれ
ているが昔のように使われることのなくなったそろばんを用い
たアナログボードゲームを制作することで、長く遊ぶことがで
き世代を越えて親しまれる、遊びと学びの両立、技術の発展に
より衰退した文化の再生を実現します。

そろばんを用いた遊び
ストレス社会と呼ばれる現代、現実の逃避としての遊びの側
面が強い傾向にあります。遊びは本来心を豊かにすることが
できます。現実から逃げるためではなく、勉強や仕事のよう
な現実そのものを遊びで楽しくできることを目指します。

技術の発展により、世界中の人と遊ぶことができたり、さらに
仮想世界で遊ぶことまでできるようになりました。
しかし、次々と新しい遊びが生まれることで一つの遊びの寿命
が短くなり、遊びが使い捨てられているのが現状です。
同時に世界中の人と遊べるようになりましたが、同じ遊びを世
代を越えて楽しむことは少なくなりました。

遊びの使い捨て

ボーダーレスな遊び
遊びには対象年齢の違い、遊びとして

の寿命、遊びと現実、などのボーダー

が存在します。

そんなボーダーのない、世代を越えて

学びながら楽しめるアナログボード

ゲームを提案します。
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